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2月臨時議会

臨
時
議
会
、
ガ

2
月
ゆ
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
議
会
で
は
、
予
算
関
係
1
件
、

そ
の
他
2
件
、
意
見
書
1
件
ガ
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

IT関連施設整備経費を計上

一般会計補正予算 5，937万6千円

提
案
理
由
の
説
明

す
べ
て
の
国
民
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
を
利
用
し
て
情
報
技
術

(
I

T
)
革
命
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
社

会
を
実
現
す
る
た
め
の
「
高
度
情
報

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
形
成
基
本

法
(
I
T
基
本
法
)
」
が
国
会
に
お
い

て
可
決
、
成
立
し
ま
し
た
。
本
市
に

お
い
て
も
、
市
役
所
と
小
中
学
校
及

ぴ
各
公
民
館
等
の
公
共
施
設
を
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
整
備
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
り
、
住
民
に
双
方
向
性

の
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

な
ど
高
度
情
報
化
社
会
の
ニ

l
ズ
に

対
応
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
大
洲
市
・
喜
多
郡
町
村
組

合
の
山
林
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
回
、

山
林
の
一
部
を
売
却
・
処
分
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
同
組
合

の
財
産
処
分
に
関
す
る
協
議
に
つ
い

て
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。
な
お
、

処
分
に
あ
た
っ
て
は
、
山
林
の
一
部

売
却
に
伴
い
地
番
の
変
更
等
を
行
う

た
め
、
こ
の
規
約
の
一
部
を
変
更
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

r ... 倒、

~~\~'9桝田市長が 4 期目初登庁
1月21日の大洲市長選挙で当選 し

た桝田輿一市長の新たな任期がこの
日カミら貴台まりました。

市役所玄関前に集まった職員の出
迎えを受け、さっそく 2階大ホール
で職員約200人の前に立った桝田市

長は 「大洲市では初めての市長 4期
だが、気持ちは l期目のつもりで…。

重要課題の山鳥坂ダム建設分水問題
や市町村合併問題について取り組ん
でいきたい。」と就任のあいさつを

行いました。

補
正
予
算
の
概
要

地
域
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
導
入
促
進

事
業
の
施
設
整
備
に
係
る
経
費
五
千

六
百
七
十
万
六
千
円
が
計
上
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
学
習
活
動
支
援
設
備

整
備
事
業
に
よ
り
中
央
公
民
館
に
パ

ソ
コ
ン
十
六
台
を
導
入
し
、
地
域
住

2 

....花束を受け取り初登庁する桝田市長

民
が
容
易
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
そ

の
経
費
に
つ
い
て
も
二
百
六
十
七
万

円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
十
二
年
度
一

般
会
計
の
補
正
後
の
予
算
総
額
は
、

対
前
年
比
九
・
二
%
増
の
百
八
十
億

二
千
七
百
六
十
九
万
八
千
円
と
な
り

ま
す
。

愛
媛
県
立
宇
和
島
水
産
高
校
実
習
船
「
え
ひ
め
丸
」
の
米
原
潜

と
の
衝
突
・
沈
没
事
故
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

ま
た
、
「
状
況
が
判
明
す
る
に
つ

れ
て
多
く
の
問
題
が
明
ら
か
と
な
り
、

家
族
を
は
じ
め
関
係
者
の
怒
り
と
悲

し
み
は
頂
点
に
達
し
て
い
る
。
」

よ
っ
て
政
府
に
対
し
、
「
こ
の
事

故
に
よ
る
行
方
不
明
者
の
徹
底
捜
索

と
誠
意
あ
る
対
応
を
講
じ
ら
れ
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
」
旨
の
五
項
目
か

ら
な
る
意
見
書
を
内
閣
総
理
大
臣
を

は
じ
め
関
係
大
臣
に
対
し
提
出
す
る

こ
と
が
議
決
さ
れ
、
政
府
関
係
機
関

へ
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

提
出
者

大
洲
市
議
会
議
員

大
森
隆
雄
山
下
勝
利

土
口
岡
昇
平
小
泉
紘
文

O

概
要
は
次
の
と
お
り

「
日
本
時
間
の
二
月
十
日
朝
、
ハ
ワ

イ
・
オ
ア
フ
島
沖
で
宇
和
島
水
産
高

校
実
習
船
「
え
ひ
め
丸
』
が
沈
没
し

た
事
故
は
、
行
方
不
明
者
・
負
傷
者

を
出
す
大
惨
事
と
な
り
、
宇
和
島
市

民
は
も
と
よ
り
、
私
た
ち
大
洲
市
民

も
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
。
」 久

保
幸
信

大
野
新
策
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102~ 
人語
を盗
表量
彰さ

三
月
四
国
側
、
大
洲
市
消
防
出
初
式
が
、
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド

(
五
郎

大
橋
上
流
)
で
桁
め
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
精
惇
な
青
い
制
服
姿
の
団
員
約
八
百
人
が
参
加
。
愛
媛
県

・

消
防
協
会

・
関
係
機
聞
か
ら
の
約
百
人
の
来
賓
を
前
に
、
ポ
ン
プ
操
法
や

小
隊
訓
練
な
ど
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
消
防
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
団
員
ら
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
、
表
彰
を
受
け
た
人
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
/

企受章者を代表して謝辞を述べる中岡隆雄副分団長 (柳沢)

一
消
防
庁
長
官
表
彰
}

[
永
年
勤
続
功
労
章
]
山
本
忠
(
団

本
部
)

一
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
}

[功
績
章
]
山
本
忠
(
団
本
部
)

{
愛
媛
県
知
事
表
彰
}

[
功
労
章
]
中
岡
隆
雄
(
柳
沢
)
、
玉

木
猪
久
夫
(
平
野
)
、
河
野
忠
志
(
大

川
)
、
久
保
博
徳
(
粟
津
)

{
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰
}

[
功
績
章
]
中
家
定
久
(
粟
津
)

[
勤
続
章
]
(
二
十
年
以
上
)
沖
本

善
一
(
肱
南
)
、
田
口
博
泰
(
肱
北
)
、

崎
野
宏
志
(
南
久
米
)
、
森
岡
恵
一

(
柳
沢
)

[
勤
続
章
]
(
十
五
年
以
上
二
十
年

未
満
)
山
下
金
之
丞
(
肱
南
)
、
大
西

啓
司
、
二
宮
豊
和
(肱
北
)
、
松
平
照

光
、
佐
々
木
健
(
平
野
)、
河
野
博
(
南

久
米
)
、
村
上
松
平
、
新
幸
隆
(
菅
田
)、

久
保
幸
て
山
崎
学
(
大
川
)
、
久
保

良
一
(
柳
沢
)
、
池
田
貴
一

、
池
田
芳

俊
(
新
谷
)
、
植
杉
浩

一
(
粟
津
)

{
勤
続
章
]
(十
年
以
上
十
五
年
未

満
)
松
本
佳
之
、
藤
田
常
博
、

山
下

哲
夫
(
肱
南
)
、

蓋
野
異
二
、
水
元
忠

(肱
北
)
、
森
本
好
徳
、
大
藤
富
茂

(平
野
)
、
高
本
甲
子
生
、
岩
村
進

(大
川
)
、
曽
我
行
宏
、
西
岡
健
二

(柳
沢
)
、
池
田
学
(
新
谷
)
、
矢
野

茂
(
三
善
)
、
藤
本
進
(
粟
津
)
、
西

田
和
秀
、
稲
田
久
光
(上
須
戒
)

[
家
族
内
助
の
功
労
者
感
謝
状
]

大
田
善
子
(
菅
田
分
団
長
夫
人
)

{大
洲
市
長
表
彰
】

宮
脇
隆
(
南
久
米
)、
西
村
寄
幸
、
直

本
忠
幸
、
奥
田
寿
芳
(
肱
南
)
、
藤
田

秀
美
、
野
久
保
利
一
、
岩
井
強
(
肱

北
)、
小
田
原
雅
孝
、
岡
田
正
志
(
平

野
)、
上
甲
武
(
南
久
米
)
、
吉
岡
秀

隆
、
富
永
幸
利
(
菅
田
)、
神
元
崇
、

高
井
洋
満
、
河
内
裕
治
(
大
川
)
、
山

元
剛
、
松
田
猪
久
夫
、
曽
我
行
宏

(柳
沢
)
、
安
川
勝
善
、
安
岡
秀
峰
、

井
上
貞
市
(
新
谷
)、
川
上
哲
夫
、
松

岡
孝
幸
(
三
善
)
、
祖
母
弁
務
、
曽
我

久
男
、

山
本
和
男
(
粟
津
)
、
白
石
猪

夫
、
奥
田
茂
穂
(
上
須
戒
)

{
大
洲
喜
多
消
防
団
会
長
表
彰
}

富
永
郁
夫
(
菅
田
)
、
中
谷
亨
、
山
本

忠
重
、
水
元
忠
、

今
戴
敬
二
、
村
上

正

て

大
野
秀
樹
(
肱
北
)、
上
田
伸

一
、
上
田
浩
三
(
平
野
)、
西
岡
裕
一
、

佐
久
保
文
洋
、
手
島
早
人
、
水
口
博

志
、
奥
野
雅
彦
(
菅
田
)
、
久
保
喜
和
、

田
丸
弘
、
小
川
章
、
橋
本
章
市
、
亀

本
耕
三
柳
沢
)
、
松
徳
憲
二
、
井
上

悌
二
朗
、
林
大
(
新
谷
)、
宗
金
清
一

、

鎌
田
正
敏
、
城
ノ
戸
寄
正
、
篠
田
勝

(
粟
津
)
、
梶
本
光
敏
、
林
田
成
俊
、

政
所
俊
司
、
山
本
貞
文
、
久
保
田
孝

之
、
武
内
光
一

(
上
須
戒
)

{
大
洲
市
消
防
団
長
表
彰
}

菊
地
英
巳
(
平
野
)
、
田
口
洋
明
、
泉

秀
哉
、
津
田
正
彦
、
丸
山
真
、
西
川
肇、

松
岡
衛
(
肱
南
)、
池
田
健

一
、
尾
上

清
志
、
河
野
英
て
中
田
晃
央
、
田
中

英
二
、
桑
野
孝
志
(肱
北
)、
北
野
修
、

福
山
浩
二
平
野
)
、
沼
田
真
一

、
上

野
達
実
、
吉
月
剛
、
奥
田
誠
治
(南
久

米
)
、
河
野
共
作
(
菅
田
)
、
新
多
英

二
、
宮
岡
義
和
、
田
中
太

一
、
宮
岡

寛
樹
、
鐘
ケ
江
博
記
(
柳
沢
)、
井
野

義
孝
、
一
宮
光
一
、
池
田
文
雄
(新
谷
)
、

樋
水
佳
和
、
矢
野
誠
治
、
矢
野
秀
明

(
三
善
)
、
東
山
広
志
、
竹
田
繁
幸
、

丸
山
善
行
、
中
家
正
和
、

東
法
生

(
粟
津
)
、
芝
田
太

一、

西
岡
宏
之、

白
石
裕
治
、
水
沼
光
明
(上
須
戒
)
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今
年
四
月
一
日
か
ら
「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法

再
商
品
化
法
)」
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
一
般
家
庭
や
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
た
特
定
の
家
電
製

品
(
特
定
家
庭
用
機
器
)
の
適
正
な
処
理
と
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る

資
源
の
有
効
な
利
用
を
図
る
た
め
、
製
品
を
つ
く
っ
た
メ
ー
カ
ー
や

販
売
し
た
小
売
居
と
一
緒
に
消
費
者
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
、
ク
リ

ン
な
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
法
律
で
す
。

【
対
象
に
な
る
家
電
製
品
】

①
エ
ア
コ
ン
②
ブ
ラ
ウ
ン
管
式
テ

レ
ビ
③
冷
蔵
庫
④
洗
濯
機
の
四

種
類
で
す
。

【
消
費
者
(
使
っ
た
人
)
】

消
費
者
は
、
使
わ
な
く
な
っ
た
対

象
家
電
製
品
を
家
電
小
売
庖
に
引
き

渡
し
、
そ
の
際
に
リ
サ
イ
ク
ル
料
金

を
支
払
う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。

【
引
き
渡
し
の
例
】

①
過
去
に
購
入
し
た
家
電
小
売
庖
に

引
き
渡
す
。

②
買
い
替
え
を
す
る
家
電
小
売
庖
に

引
き
渡
す
。

③
右
記
①
②
以
外
は
最
寄
り
の
家
電

小
売
庖
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

④
家
電
メ
ー
カ
ー
の
指
定
引
取
場

(
大
洲
市
・
宇
和
島
市
・
松
山
市
)

に
直
接
搬
入
す
る
。

大
洲
市
で
は
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

法
(
四
月
一
日
か
ら
)
の
施
行
に
伴

い
、
対
象
四
品
目
は
、
引
き
取
り
例

(①
j
④
)
に
よ
り
対
応
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

(
特
定
家
庭
用
機
器

こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た
大
洲
市
不

燃
物
埋
立
地
(
長
奇
)
で
の
受
け
入

れ
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
家
電
小
売
庖
(
回
収
・
運
搬
す
る
人
)
】

わt邑む抱ちの負担1.とう怒るの?

使わなくなった家電製品を引き渡す際には、リサ

イクjし料金と収集・運搬料金の支払いガ必要です。

リサイクル料金は、ほとんどのメー力ーガ同じで

すガ、一部料金の異なるメーカーもあります。

家
電
小
売
庖
は
、
以
前
に
販
売
し

た
対
象
家
電
製
品
や
、
新
し
く
対
象

機
器
を
買
っ
た
お
客
さ
ん
か
ら
そ
れ

ま
で
使
っ
て
い
た
同
じ
種
類
の
対
象

家
電
製
品
の
引
き
取
り
を
行
い
ま
す
。

※
引
き
取
っ
た
対
象
家
電
製
品
は
、

中
古
品
と
し
て
再
利
用
さ
れ
る
場
合

を
除
い
て
、
そ
れ
を
造
っ
た
家
電
メ
ー

カ
ー
に
引
き
渡
さ
れ
ま
す
。

【
家
電
メ
ー
カ
ー
(
再
生
す
る
人
)
〕

家
電
メ
ー
カ
ー
は
、
引
き
取
っ
た

家
電
製
品
を
、
ム
ダ
に
な
ら
な
い
よ

う
に
き
ち
ん
と
再
商
品
化
(
再
生
)

【収集・運搬料金】

小売庖があらかじ

め料金を設定し、庖

頭表示などにより公

表します。

(消費税別)

+ 

|| 

消費者負担額

【リサイクル料金】

(大手メーカー)

エアコン 3， 500円

テレビ 2， 700円

冷蔵庫 4， 600円

洗 濯 機 2， 400円

(消費税別)

※消費者の皆さんガ支払ったお金は、部品 ・材料の

再利用や廃棄物減量のために使われます。

し
ま
す
。

※
エ
ア
コ
ン
と
冷
蔵
庫
に
含
ま
れ
る

冷
媒
用
フ
ロ
ン
・
代
替
フ
ロ
ン
は
回

収
し
て
、
再
利
用
ま
た
は
破
壊
を
行

い
ま
す
。

※
指
定
引
取
場
所
に
よ
っ
て
取
り
扱

う
メ
ー
カ
ー
が
異
な
り
ま
す
。

(
左
表
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
)

取 扱家電メーカー 引取場所 取扱家電メーカー 引取場所

人良品工ン工側/イ立ニ冷熱井ナ作/大連合(星槻/(/械 ブン谷産 ア 四 四 i/ 森 ノパア東京/高 ツプガト工(ンジ業/製アメシ所 ジ ヨキイ 国国グB 側ン側 ・側/(槻 スロル
N言十タニ(梯 ミ制作(槻製 カマ/字合和|三|ヨ業ワ /側/ガ木ジザラジ5画プア /1富所/作ト商ツ電会電工洋コ|側側 日/東ス産ヤ ツ|
.::;/ラリ 三レ士/側所口事イ子/機 l電/ リ/ / 本東芝(械業 パコオク電

品定法人 リイン菱 a 酬 日/ニ/ノジ醐/ン機小ブ側ア 田ビ邦ビ/0紛ン 口リ ス子
ンス、グ電ジゼ 目立側ク(欄バヤソ全 |側泉(械イス 電クガデ(鮒/0紛ナオ .ジ

宇和島市詰松市北山ナ/制機ヤネ立情ノスト|パ l国側/成/ン コ エタスオ東側//ンジヤ
イ吉/側パラリ映|側ヨドンコ大/三器(欄 タジ

主聖業所書出出送E セ
(附 |側プ芝テダY(震/紛 ャパ

制井側/ンルビテリ/卜工側 |学 シ洋側ク |ヤ (紛/口/クイィ パン
-:t/電メ三側/ンツツ側ミ業//生ヤ電/リコパ /日夕、東ノキ| ン(紛
の・機イ菱/船グク/ニ/v側側ソ活|機運エンン 松本ク芝マ ン ・ク側/ )町
他指側コ電三井サ /パ ツ日/長二協プ空藤イプ側 下サツキツ工クリ/工
)定/ 1機菱電プ(紛イ卜商(紛府 l同(梢調 電テ // 電ムジヤオ業オナ大レ

法制 ・工重機ラ日オ|岩ツ製(樹組/0槻機ィ オ岩 器スヤリ/側|ツ阪ク

{でれ入しり く区なに 収ト 22み の四
保問、たれく ま た だ ご り 4収集ボ南(①収月

E 険いごもて分せださみま種集をトは廃も集か
@環合注の 出別んしい出す類日四ル ξ幹や 回 5 __ーーー

ifii;日日正民主223153収集回数が月 2固!こ f
l活}さ集だ 類 今 分 ン成がま月ス資)ごわさ a 

(衛 いでさ 別ま別 ダ士出ま三チ源爪みりな -~ 
内生 。きいにでに lニせで回ロご宙 まい陣配み続県出;⑧歪豆島、
事係 ま。指ど変」年る、 itlみ 資②すご/Afil. e=  ¥ / Â'..~・
i せ混定お更 を度こ同~ル(源有。み I ~，r:..aal 1.包.
2 ん合袋 り は 見「とじま)ペご害 な はLIIζグけ圃 Iゥ・
乙 のさに正あ て地に目 Y。のツみごと‘ ¥一一_/ "曹

ベットボトル・缶・ビンなど
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愛犬の

溢舗達三き
忘れ?に

狂犬病予防注射や畜犬登録は

飼い主としての責任です。

平
成
十
三
年
度
の
狂
犬
病
の
予
防

注
射
と
畜
犬
登
録
を
左
表
の
予
定
で

実
施
し
ま
す
。
生
後
九
十
日
を
超
え

る
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
、
最
寄
り

の
場
所
で
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。狂

犬
病
予
防
注
射
は
、
年
一
回
受

け
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

畜
犬
登
録
は
、
平
成
七
年
度
以
降

に
登
録
済
み
の
犬
に
つ
い
て
は
、
再

登
録
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
、
都
合
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
は
、
下
記
の
指
定
獣
医

師
の
診
療
所
へ
連
れ
て
行
く
か
、
家

ま
で
来
て
も
ら

っ
て
、
注
射
・
登
録

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
今
後
、

新
た
に
犬
を
飼
う
人
も
同
様
に
し
て

く
だ
さ
い
。

[料

金
]

期
間
中
に
指
定
場
所
で
受
け
る
場
合

一
頭
に
つ
き

予
防
注
射
料

登

録

料

[
指
定
獣
医
師
]

O
久
保
田
動
物
病
院
(
久
保
田
直
)

大
洲
市
新
谷
乙
三一

O
の
二

宮

@
3
2
2
3

0
中
野
獣
医
科
医
院
(
中
野
増
美
)

大
洲
市
中
村
二
五
九

宮

@
4
2
7
6

0
西
大
洲
動
物
病
院

(木
村
邦
子
)

大
洲
市
西
大
洲
甲
九

O
二

宮

@
3
3
0
3

二
千
八
百
五
十
円

三
千
円

な
お
、
犬
を
連
れ
て
く
る
と
き
に

は
、
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

0

0
登
録
さ
れ
た
犬
を
確
認
す
る
た
め

犬
鑑
札
を
首
輪
に
付
け
て
来
て
く

だ
さ
い
。

。
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

。
登
録
さ
れ
る
人
は
、
印
鑑
を
必
ず

持
参
し
て
く
だ
さ
い

0

0
犬
を
自
由
に
扱
え
る
人
が
連
れ
て

来
て
く
だ
さ
い

0

0
引
き
綱
に
は
、
丈
夫
な
鎖
な
ど
を

使
用
し
、
首
輪
の
点
検
を
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

。
集
合
場
所
で
の
犬
の
フ
ン
は
、
必

ず
飼
い
主
が
始
末
し
て
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
詳
し
く
は
、
保
険
環
境
課

生
活
衛
生
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

宮

(ω
2
1
1
1
(
内
線
1
6
6
)

「犬
の
里
親
」
を
募
集

こ
の
制
度
は
、
犬
を
飼

っ
て
い
る

人
の
う
ち
飼
え
な
く
な
っ
た
人
と
、

犬
を
飼
い
た
い
人
の
双
方
を
登
録
し

て
、
市
が
仲
立
ち
を
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
捨
て
犬
を
捕
獲
し
た
場
合
も

飼
い
た
い
人
の
条
件
に
沿
っ
て
連
絡

を
し
ま
す
。

犬
を
飼
い
た
い
人
、
譲
り
た
い
人

は
、
ぜ
ひ
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
、
保
険
環
境
課
及
び
各
連

絡
所
に
あ
り
ま
す
。

大繍司'" . 

2・M臨.1念館

開， . 白
星瞬盈・

司I'IIl q; J!I日

犬訓帽の醐防叫i'lII'IS.の臨に町営、酬とおり闘して

〈だ古るよう~.いします

la・I 1;・I3tUr.hU  I 
|毛 色 I盤捌1. • I 
|その・の掬傭I I 
|Hしで 睡眠する什 | 

企犬の里親制度の申込書

コ" ，砲 コ吐血鶴舞怠 Z贋

;ii J立
狂犬病予防注射と畜犬登録の日程

月日 場 所 時 問

柳 沢桐 の 目バス停 9 :10-9 :30 

柳沢居場バス停 9 :40-10:00 

JA愛媛たいき田処庖 10:10-10:30 
4月 相H 1尺 連 絡 所 10:40-11 :30 

19日 菅田朝日集会所 13:00-13:30 

附 倉 集 bτ民. 所 13:50-14:10 

大 竹 分 校 跡 14:20-14:40 

宇 津 集 tτz』sz 所 15・00-15:20

菅 田 連 絡 所 15:30-16:20 

新谷 中 組 お 庵 9:10-9:40 

新谷第 4部消防詰所 9 :50-10:30 
4月 新 谷 連 絡 所 10:40-11:40 

20日 肱 北 公民館田口分館 13: 10-13:50 

樹 光照寺横市木集会所 14:00-14:40 

徳森児童 セ ンタ ー 14:50-15:30 

西沸jサ ッシ 1古前広場 15:40-16:10 

Aコープ明日香庖駐車場 9 :00-9 :30 

大 根 鳳 林 寺 9 :40-10:00 

4月 平野公民館平地上分館 10:20-10:50 

23日
平 野 連 車各 所 11 :05-11 :45 

長谷本村集会所 13:20-13:30 
何) 梅川集会所下道路広場 13:45-14:10 

野佐来集会所下道路広場 14:30-14:50 

南久 米連 絡 所 15:05-15:55 

峠 集 τ~ 所 9 :00-9 :30 

4月 石 仏 集 ~ 所 9 :50-10:20 

一 善 連 車各 所 10:40-11:40 
24日 一

肱北公民館五郎分館 13:15-13:55 
(j。大洲市総合体育館 14:05~ 15:10 

社会教育 セ ンタ ー 15:20-16:10 

蔵 川 日の平集会所 9:10-9:25 

JA愛媛たいき蔵川支所 9 :35-9 :50 
4月 大 JII 連 絡 所 10:10-10:50 

26日 高 山 西 集 ~三. 所 11: 30-11: 50 

同 久 米 公 民 館 13 ・ 20 ~14:00 

只越わかば台団地集会所 14: 10 ~ 14:40 

大洲 市 民 会館 14:50~ 16:0。

打 越 集 τ~ぇ. 所 9 : 10 ~ 9:30 

初 尾 集 iz=2ミb 所 9 :50 ~ 10:05 
4月 上須戒連絡 所 1 0: 15~ 11 :00 

27日 八多 I良 集 ~ 写 所 11: 25~ 11 :55 

幽 手成本村集会所 13:40 ~ 13:55 

中 場 集 ~ヨミ 所 14:05 ~ 14・15

八多 喜 連 絡 所 14:30 ~ 15:30 

5 



4月号広報ああず 2001

国

キ民

ャ喜
ン口
べ座
l振
ン替|
実・
施別
I納
' 

「
口
座
振
替
」

・
「
前
納
(
四
月
中
)
」
を
す
る
と
、
そ

れ
ぞ
れ
抽
選
で
三

O
O名
様
に
記
念
品
ゆ
め
は
ち
〈
ん

ゲ
ッ
ズ
(
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
・
ト
ラ
ベ
ル
セ
ッ
ト
・
イ
ン

テ
リ
ア
ク
ロ
ッ
ク
の
う
ち
い
ず
れ
か
)
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

国
民
年
金
保
険
料
を

『口
座
振
替
』

さ
れ
る
方
・
し
て
い
る
方
ヘ
、
楽
し

み
な
お
知
ら
せ
で
す
。

-
応
募
方
法
は
、
官
製
は
が
き
に
あ

な
た
の

①
基
礎
年
金
番
号
②
郵
便
番
号

③

住

所

④

氏

名

⑤

年

齢

⑥

職
業
⑦
電
話
番
号
③
国
民
年

金
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
質
問
を

記
入
の
う
え
、

干
七
九
O
|
八
五
三
六

松
山
市
一
番
町
一
|
九
十
五

愛
媛
社
会
保
険
事
務
局
「
国
民
年

金
保
険
料
口
座
振
替
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

係
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

-
応
募
資
格
は
、
平
成
十
三
年
五
月

三
十

一
日
ま
で
に
国
民
年
金
保
険
料

の
口
座
振
替
を
申
し
込
み
さ
れ
た
方

で
す
。

-
申
し
込
み
は
、
平
成
十
三
年
六
月

四
日
必
着
と
し
ま
す
。

平
成
十
三
年
十
二
月
に
抽
選
を
行

い
、
記
念
品
(
三
O
O
名
様
)
の
発

送
を
も
っ
て
当
選
発
表
に
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
(
な
お
、
平
成

十
三
年
四
月
以
降
の
口
座
振
替
の
実

施
と
な
る
月
か
ら
、
平
成
十
三
年
十

月
分
ま
で
の
聞
に
、
口
座
振
替
に
よ

り
納
付
と
な
っ
て
い
な
い
月
が
あ
る

場
合
は
、
当
選
の
対
象
外
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
)

国
民
年
金
保
険
料
を
四
月
中
に

『
前
納
』
さ
れ
る
方
に
楽
し
み
な
お

知
ら
せ
で
す
。

-V応
募
方
法
は
、
官
製
は
が
き
に
上

記
と
同
じ
内
容
(
①
j
③
)
を
記
入

の、つ
h

え、

一T
七
九
O
八
五
三
六

松
山
市
一
番
町
一

l
九
|
十
五

愛
媛
社
会
保
険
事
務
局
「
国
民
年

金
前
納
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
係
へ
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。

-
応
募
資
格
は
、
平
成
十
三
年
四
月

二
十
七
日
ま
で
に
国
民
年
金
保
険
料

を
一
年
前
納
さ
れ
た
方
で
す
。

A

マ
締
め
切
り
は
、
平
成
十
三
年
五
月

三
十
一
日
必
着
と
し
ま
す
。

当
選
発
表
は
、
記
念
品
(
三

0
0

名
様
)
の
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
国
民
年
金
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

市
役
所
市
民
課
国
民
年
金
係
ま
で

宮

@
2
1
1
1
(内
線
1
1
1
)

便
利
で
お
得
な
コ
別
納
」

制
度
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

軽自動車税の減免手続きは4月中に

身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育手帳又は精神

障害者保健福祉手帳の交付を受けている人で、一定の

条件にあてはまる人は、軽自動車税が減免されます。

減免の申請は税務課で受け付けますので、期間内に

手続きをしてください。

[対象となる人]

身体に障害があるため歩行の困難な人、知的障害者

又は精神障害者と生計をーにする人。

ただし、身体障害の等級や程度によって、減免され

ない場合があります。

[対象となる車両]

業務用以外の車両で、身体障害者等が所有する軽自

動車等(身体障害者で年齢18才未満の人、知的障害者

又は精神障害者で、生計をーにする者が所有する車両)

のうち 1台

[申請に必要なもの]

運転免許証、印鑑、障害程度が確認できる身体障害

者手帳等

[受付期間] 平成13年 4 月 2 日(月)~4 月 27 日幽
*詳しくは税務課軽自動車税担当までお問い合わせく

ださい。宮 24 -2 1 1 1 内線 125

べjし卜力、ら親の責任子を乗せる

奮の金圃嚢通安金運園
4月 6 日(金~"'4月 15 日(日)

6 

交
通
ル
l
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り

交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
f

@
運
動
の
重
点

1
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

2
シ
l
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底

自
転
車
に
乗
っ
た
ら

・
歩
行
者
の
安
全
に
も
気
を
付
け
ま

し
ょ
、
つ

0

・
交
差
点
で
は
、
必
ず
一
時
停
止
と

安
全
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

-
暗
く
な
っ
た
ら
早
め
に
ラ
イ
ト
を

点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

・
点
検
整
備
を
行
い
、
反
射
材
な
ど

を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

自
動
車
に
乗
る
と
き
は

.
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
必
ず
着
用
し
ま

し
ょ
、
つ

0

・
チ
ヤ
イ
ル
ド
シ

l
ト
は
、
子
ど
も

の
体
格
に
合
う
も
の
を
使
用
し
、

座
席
へ
正
し
く
取
り
付
け
ま
し
ょ

、っ。
故
一
納

1
l

事

3
1
1
1
1
7

mw
一件

一者

一

一

者

一

一U

暑
一
四

一死

二

用

二

つ

調

布

一の

二

時

一

一跡

圃
園
田
園
一

一
h
F

一

一
4
ヲ

一

一
回
周

同
一

一副

人

「

下

人

「

一
ば
人

4
岨
明
一

一『
固
『
唱
E

一1
1
4司

-f
v
n
u
--司
-
q
L
u
q
u

ド一

一義
6

U

V

4

川

2

E
V
-

-車

ト

て

V
一

一輪

一

じ

w
一

一四

シ

用

叶

一

着

シ一



4月号広報ああず 2001

私たちの納める税金は、暮らしの中で大切な役割を

果たしており、よりよいまちづくりを行うために使わ

れています。

景気の低迷により、全国的に地方自治体の税収低下が続い

ており、その一方で、税の滞納 (期限までに納められないこ

と)が急増しています。

市町村の地方税の徴収率(認定額に対する徴収額)は、平

均95.2%(平成 4年度)から92.5%(平成10年度)へと大き

く下落するなかで、大洲市は全国で第 3位という高い徴収率

を誇っています。

豊かで快適な暮らしのために、これからも税金は期限内に

納付して頂くようお願いします/

順位 都市名 都道府県名
地方税
徴収率

村山市 山形県 99.1% 

2 東根市 山形県 98.6% 

3 大洲市 愛媛県 98.4% 

3 知多市 愛知県 98.4% 

5 平田市 島根県 98.3% 

5 商 足柄市 神奈川県 98.3% 

~平成10年度~

3月

固定資産税

軽自動車税

市 ・県民税

国民健康保険税

2月

4期

1月12月

3期

11月10月9月8月7月

2期

6月5月

全期

4月

1期

税

4期3期2期1期

6期5期4期3期2期1期

キ室
こ工芸芸

ウ薗
リ情
の報
新喜

よ2
病き
気語

在喜
志苧

キ
ュ
ウ
リ
に
新
病
気
が
発
生

昨
年
、
新
し
い
病
気
で
あ
る
キ
ュ

ウ
リ
黄
化
え
そ
病
(
写
真
)
が
発
生

し
大
き
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
病
気
は
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
(
害

虫
)
に
よ

っ
て
媒
介
さ
れ
、
キ
ュ
ウ

リ・

メ
ロ
ン
に
発
病
し
、
収
穫
量
の

低
下
な
ど
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

発
病
を
抑
え
る
に
は
、

地
域
を
あ
げ

て
早
期
発
見
し
、
防
除
す
る
事
が
重

要
で
す
。

対
策

一
定
植
時
に
、
モ
ス
ピ
ラ
ン
粒
剤

を
一
株
当
た
り
l

g
づ
っ
植
え
穴

に
処
理
し
ま
す
。

二

マ
ル
チ
は
シ
ル
バ

ー
マ
ル
チ
を

利
用
し
、
シ
ル
バ

ー
テ
l
プ
を
圃

場
の
周
囲
に
張
り
ま
す
。

病症状

葉の黄化や黄色小斑点、葉脈のえそ等

多様な症状が現れます。

三

薬
を
変
え
な
が
ら
防
除
を
定
期

的
に
行
い
(
表
一

)
、
ア
ザ
ミ
ウ

マ
の
駆
除
を
し
ま
す
が
、
疑
わ
し

い
も
の
を
見
つ
け
た
ら
早
め
に
抜

き
取
り
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
、
大
洲
地
域
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

宮
@
4
1
2
5

コ
テ
ツ
フ
ロ
ア
ブ
ル

モ
ス
ピ
ラ
ン

ア
グ
ロ
ス
リ
ン

ボ
ル
ス
タ

ル

ア
ド
マ
イ
ヤ
ー

ア
フ
ァ
ー
ム

薬剤使用例表 1

7 
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+3畑中学女子の部 (151名)
隔!一民一ーー名ー:持:記語!学校通
1 :安岡優子 :1 : 11 :34:大洲南中学校

2:蔵本苅子:2: 11 :57:新谷中学校

3:@山理奈 :2: 11:57:新谷中学校

+3km小学5年女子の部 (42名)

層住氏 名!記録 i学校名

1 :高崎紗綾 :12: 22 :柳沢小学校

2都合美佳 12:33 喜多小学校

3:岡千奈美 12:46 菅田小学校

大
洲
藤
樹
会
に
よ
る
新
シ
リ
ー
ズ

融
勝
劇
明
魯
荷
量
位
尊
厳
川
げ
ん
き
ょ
う

日

本

人

の

心

の

原

郷

国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局
が
も
、
今
の
世
の
中
の
荒
廃
ぶ
り
が
う

「
わ
ん
だ
ふ
る
四
国
」
と
い
う
広
報
か
が
え
る
。

誌
に
「
四
国
の
み
ち
」
と
い
う
特
集
大
洲
に
は
、
今
日
本
人
が
忘
れ
か

記
事
を
書
い
て
い
る
。

け
て
い
る
日
本
人
の
心
が
、
中
江
藤

そ
の
中
で
、
今
の
日
本
は
相
次
ぐ
樹
や
盤
桂
禅
師
な
ど
の
す
ぐ
れ
た
先

少
年
の
常
軌
を
逸
し
た
凶
悪
犯
罪
、
哲

・
偉
人
に
よ
っ
て
残
さ
れ
て
き
た

い
じ
め
、
不
登
校
、
学
級
崩
壊
な
ど
と
い
わ
れ
て
い
る
。

が
起
こ
っ
て
い
て
、
日
本
の
子
ど
も
わ
た
し
た
ち
は
、
郷
土
の
先
哲
・

社
会
は
音
を
た
て
て
崩
れ
は
じ
め
て
偉
人
に
学
び
な
が
ら
日
本
人
の
心
を

い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
取
り
戻
し
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
時
代
に
、
日
本
人
の

心
の
原
郷
を
訪
ね
訪
日
し
て
、
大
洲

の
中
江
藤
樹
邸
、
盤
桂
禅
師
開
山
の

如
法
寺
を
紹
介
し
て
い
る
。

最
近
の
各
種
調
査
で
も
、
日
本
の

子
ど
も
た
ち
は
、
家
庭
で
両
親
か
ら

し
つ
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
道
徳
感
や

正
義
感
が
低
く
、
将
来
へ
の
希
望
を

も
た
ず
、
し
か
も
大
人
た
ち
は
だ
ら

し
な
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が

浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。

子
ど
も
社
会
は
大
人
社
会
の
反
映

代
喝
る
。
日
本
人
の
中
に
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
日
本
人
の
美
し
い
心
、

大
人
の
文
化
が
消
滅
し
て
し
ま
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。

一
連
の
警
察
不
祥
事
、
雪
印
乳
業

の
失
態
、
百
貨
庖
そ
ご
う
の
倒
産
劇
、

児
童
虐
待
、
保
険
金
目
当
て
の
子
殺

し
の
母
親
、

K
S
D
汚
職
、
外
務
省

機
密
費
流
用
事
件
な
ど
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー

ド
が
広
く
浸
透
し
て
い
る
こ
と
か
ら

+3畑中学男子の部 (274名)

腕!氏 名 ;学年;記録 J学 校 名

1 :蔵 本 裕 :2 : 10:26:新谷中学校

2:植田拓朗 :2 : 10・27:大洲南中学校

3:西村昌之 。3: 10:32 :大洲南中学校

+ 3 km'J、学5年男子の部 (63名)
脳:. .~...... 語;記一銭学校.省.

L井上太郎:11 : 20 :大洲小学校

2:橋本利則 12:00 :菅田小学校

3:梶尾太一郎 12:19 :新谷小学校

+5km高校男子の部 (11名)
雌!一民 ーー ;名!梓!記録了!争議五日
1 ~ 村上典生 ~ 1 ~ 16:35 ~大洲高等学校
2:山口 亮:1 : 16・54:大洲高等学校

3:藤井啓太 2:17:26:大洲高等学校

+3km一般女子の部 (3名)
雌:反 省主協7記議!蚕ー餅
1 :尾上和 子 :39: 15:23:徳森

2:上甲麻起子 :26:16:07:若宮

3:山本 静 :42:18:28:東宇山

+ 2 km60歳以上の部 (6名)
順位 氏 名 i年齢i記録 !住 所
ï!面‘iゆi宣雄 ~.M.~Tò":ï èï1邑口
2:川 縁 欣 三 :68:10:34:柏木

3:岡 和雄:72:10:501中村

企藤樹先生の肖像(藤樹書院蔵)

第四回大洲市健康マラソン大会

気分さわやか仏ω
早春を駆け抜けたランナー
2月11日師、八幡浜 ・大洲地区総合運動公園(平野)

特設マラソンコース(陸上競技場。野球場)で大洲

市健康マラソン大会が開催されました。
この日は、 3歳児から72歳のベテランランナーまで h

16部門に分かれて、それぞれのペースでさわやかな
汗を流しました。

+3km小学4年女子の部 (30名)

腕; 氏 名 ;記録 (学校名

1 :谷本晴奈 12:51 :平小学校

2:影浦仁実 13:31 :大j州小学校

3:西野友梨 :13: 33 :菅田小学校

+5km一般男子の部 (2名)
同通)ー 民一一 通一一!桶「記議 催 前
1 : 帽子克彦 ~ 19: 16:54 ~ 森山

2:菊地利男 :51: 19・08:五郎

【結果】第18回大洲市健康マラソン大会

大
洲
藤
樹
会
は
、
中
江
藤
樹
先
生

の
遺
徳
を
敬
慕
し
、
そ
れ
を
受
け
継

ぎ
、
青
少
年
の
健
全
育
成
や
国
家
社

会
に
役
立
つ
人
聞
を
育
て
る
こ
と
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

大
洲
市
民
の
皆
さ
ん
に
郷
土
の
先

哲
中
江
藤
樹
先
生
の
こ
と
を
少
し
で

も
よ
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
大
洲
市

民
の
誇
り
と
し
て
語
り
合
う
た
め
に

こ
れ
か
ら
も
藤
樹
先
生
の
こ
と
を
取

り
上
げ
て
い
き
た
い
。(

大
洲
藤
樹
会
)

+3 km一般男子の部 (3名)

鰍 氏 名!年齢記 録!住所

1 :船尾 幸穂:46:10:19:東宇山

2:総永哲弥:25:11 :37:東大洲 | 
3亀井要和 :40:13:06:五郎 | 

+ 5 km一般男子(40歳以上)の部(5名)

馳 氏 名 !年齢 記録 !住所 |

L 二宮敏浩'40~ 16:54:八多喜 | 

2:星野 進 :42:21:42:平野 | 
3津田豊 :44: 22:36:八多喜

+3km小学4年男子の部 (70名)

順位 氏 名 i記録 i学校名

1 :栗田佳輔 :12: 37 :南久米小学校
2:大井 朔 12:40 :菅田小学校

3:二宮祐太 :12: 40 :菅田小学校

+3km小学6年男子の部 (82名)

陣i~L..~.ー一章一:一号一空--'_ 空J存者，
1 :山本 男 11: 14 :柳沢小学校

2:松岡泰成 :11 : 19 :大成小学校

3:祖母井良介 11 : 27 新谷小学校



4月号広報ああず 2001

唱I.tJも
ご家族・お友達と一緒に

ぜひお越しください/
今年も、3月28日体)から4月25日依)まで、第53回観光さくらまつ

りを開催します。期間中は、次のような行事ガ行われ、城山公園

及び八多喜祇園公園で夜桜ガ楽しめます。

さく 5まつり行事

1 3 :00~ 
15目。。

福 入 り 紅白 l

ム 1 15 ・ 15~
撤餅大 | 

=. 1 15:30 

時間

城山児童館前広場

第53回カラオケ

の ど自 慢 大会

ぷ会h

余 云

o炎交会大洲支部)

行事 ・場所

上同

期日

4

月

1

日

岡

10 : 00~ 

15・00
時間

春 神楽

(藤縄神楽)

三 1 11:~0:
1 14:00 

八幡神社

幕

3
月
羽
田
園
一3
月
却
日
制

1 2 ・ OO~

15:00 

行事 ・場所期日

8 : 30~ 

15・00
ソフトボール大会
(スポーツ少年団)

中央公民館

開

神

大洲小クラウンド他

剣 道 大会

(スポーツ少年団)

4
月

8

日
四

9 ・ 30~

12:00 

櫓 1 10:00~
開 |

1 16:00 

城山公園

城

公
;1'1'1 

般

大第45回県下春季

弓道選手権大会

肱川緑地公園

城山公園

第43回 愛媛県
吟諒剣詩舞大会 1 8 ・ 30~
(至善流大消防誌会)1 17:00 

市民会館大ホーjし他Bケ所

4

月

1

日

個

10 : 00~ 

15:00 

観桜 会

(八多喜商工会)
11 ・ OO~

15:00 

総合体育館内弓道場

4
月
叩
日
嗣 祇園公園山頂

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

子
ど
も
は
見
て
い
ま
す

町
を
歩
い
て
い
て
、
ふ
と
一
枚
の

ポ
ス
タ
ー
が
目
に
と
ま
り
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
の
中
の
四
、
五
歳
く
ら
い

の
女
の
子
が
、
眼
を
大
き
く
見
開
い

て
、
じ

っ
と
こ
ち
ら
を
見
て
い
ま
す
。

そ
の
表
情
は
悲
し
げ
で
、
何
か
を
訴

え
か
け
て
い
ま
す
。

何
の
ポ
ス
タ
ー
だ
ろ
う
と
近
寄

っ

て
み
ま
す
と
、
そ
こ
に
は

「
マ
マ
を

殴
ら
な
い
で
」
と
書
い
て
あ
り
ま
し

た
。実

は
、
こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
夫
が

妻
へ
暴
力
を
ふ
る
う
の
を
防
止
す
る

た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。

し
ん
み
つ

夫
や
恋
人
な
ど
親
密
な
関
係
に
あ

る
男
性
か
ら
加
え
ら
れ
る
女
性
へ
の

暴
力
を
「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ

レ
ン
ス

H
D
V
」
と
言
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
「
夫
婦
げ
ん
か
」
等

と
片
づ
け
ら
れ
て
き
た
女
性
へ
の
暴

力
は
、
「
D
V
」
と
い
う
言
葉
の
広

が
り
と
と
も
に
、
人
権
問
題
と
し
て

に
ん
し
き

も
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

D
V
は
、
殴
る
、
蹴
る
と
い
っ
た

暴
力
を
は
じ
め
、
「
だ
れ
の
お
か
げ

で
食
べ
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
る
ん
だ
」

「
こ
の
役
立
た
ず
」

「出
て
行
け
」
な

ひ
て
い

ど
と
い
っ
た
女
性
の
全
人
格
を
否
定

す
る
よ
う
な
暴
言
も
、
そ
れ
に
当
た

No.270 

人
権
と
同
和
教
育

り
ま
す
。

こ
の
ポ
ス
タ
ー
に
は
、
ま
た
次
の

よ
う
な
こ
と
も
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

「
子
ど
も
は
見
て
い
ま
す
。
父
親
が

母
親
に
暴
力
を
ふ
る
う
の
を
」
と
。

こ
う
し
た
こ
と
を
見
た
り
聞
い
た

り
し
て
い
る
子
ど
も
の
心
は
深
く
傷

つ
き
、
は
か
り
し
れ
な
い
影
響
を
与

え
ま
す
。
大
人
に
な

っ
て
か
ら
、
同

じ
よ
う
な
暴
力
を
生
む
こ
と
も
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

の、

言
葉
に
な
ら
な
い
サ
イ
ン
に
気

づ
き
た
い
も
の
で
す
。

ゆ
る

D
V
は
、
子
ど
も
を
巻
き
込
む
許

さ
れ
な
い
行
為
な
の
で
す
。

し

も

ん

き

か

ん

一
昨
年
、
首
相
の
諮
問
機
関
「
男

し
ん
ぎ

か

い

女
共
同
参
画
審
議
会
」
が
、
女
性
へ

の
暴
力
に
関
し
て
ま
と
め
た
答
申
を

出
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、

D
V
な
ど
女
性
へ
の
暴
力
が
広
く
存

せ
ん
ざ
い
か

在
し
、
潜
在
化
し
て
い
る
実
態
を
指

こ
ん
ぜ
っ

摘
し
た
上
で
、
そ
の
根
絶
を
目
指
し

せ
い
び

た
法
の
整
備
の
必
要
性
を
強
調
し
て

い
ま
す
。

女
性
の
人
権
が
真
に
大
切
に
さ
れ

る
社
会
と
な
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ

て
い
ま
す
。

9 



4月号

かむら甑

復元木淵城

広報ああず 2001

平成13年 3月1固まで

に皆織かうお寄せいただ

いた復元のための募金額

は、 176.767.655円
です。

大洲市は、市の新しいシンボルとして、市制施行50周年を迎える平成16年
(2004)の完成を目指し、大洲城天守閣復元事業に取り組んでいます。大洲
城に関する写真や資料芯どをお持ちの人はご連絡ください。また、このコ
ナーに対してのご意見も募集しています。

商工観光課まちづくり対策係

受.~櫨
け職爪
継跡2f
ガ整CPj

石れ借る
山雲出風
塁霊む景
罪文 ⑤ 
3尺化室
市 57

ft 24-2111内線222

前
号
で
は
「
加
賀
百
万
石
の
文
化

が
今
に
伝
わ
る
町
」
と
題
し
、
金
沢

城
や
金
沢
の
町
並
み
、
伝
統
工
芸
な

ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
今
号
で
は
、

金
沢
の
文
化
の
中
枢
と
な
る
金
沢
城

跡
の
整
滞

μり
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

「
金
沢
域
社
公
園
整
備
事
業
」
は
、

平
成
元
年
か
ら
始
ま
っ
た
金
沢
大
学

の
移
転
が
完
了
し
た
平
成
八
年
度
か

ら
本
格
的
に
始
動
し
ま
し
た
。
現
在

は
石
垣
の
修
復
や
内
堀
の
再
現
が
完

了
し
、
歴
史
的
建
造
物
の
復
元
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

菱
槽
等
の
復
元

今
回
復
元
さ
れ
る
歴
史
的
建
造
物

は
、
菱
櫓
、
五
十
間
長
屋
、
橋
爪
門

続
櫓
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
建
造
物

は
明
治
時
代
に
火
災
に
よ
り
焼
失
し

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
そ

れ
よ
り
前
に
撮
影
さ
れ
た
古
写
真
が

残
っ
て
お
り
、
昔
ど
お
り
の
復
元
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

菱
櫓
は
木
造
三
階
建
て
、
高
さ
は

一
七
・

三
四

m
、
延
べ
床
面
積
は
二

五
五
・

=
一
五
2
m
で
す
。
建
物
が
石
垣

隅
の
角
度
(
鈍
角
)
に
合
わ
せ
て
建

て
ら
れ
て
お
り
、
本
組
み
が
菱
形
を

し
て
い
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
名
が

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
菱

櫓
に
使
用
す
る
部
材
は
写
真
の
よ
う

。

企発掘調査時の航空写真

企明治初期の古写真

な
菱
形
を
し
て
い
ま
す
。

五
十
間
長
屋
は
そ
の
名
の
通
り
、

長
さ
が
五
十
間
(
約
九

O
m
)
も
あ

る
長
屋
で
す
。
木
造
二
階
建
て
、
高

さ
は
九
・

三
五
円
延
べ
床
面
積
は

一
、三
八
四
・九
五
2
m
も
あ
勺
ま
す
。

橋
爪
門
続
櫓
は
木
造
三
階
建
て
、

高
さ
は
一
四

・
六
九
円
延
べ
床
面

積
は
二
五
三

・
九
三
2
m
で
す
。

新
し
い
世
紀
を
迎
え
て

こ
れ
ら
の
復
元
工
事
は
、
平
成
十

二
年
八
月
に
上
棟
式
を
終
え
ま
し
た
。

現
在
は
、
平
成
十
三
年
九
月
に
開
催

さ
れ
る

「全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
」

の
閉
幕
に
併
せ
、
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
金
沢
城
跡
が
主
会
場
と

な
り
、
菱
櫓
等
が

一
つ
の
パ
ピ
リ
オ

ン
と
し
て
大
勢
の
人
々
に
紹
介
さ
れ

ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
十
四
年

一
月

ス
タ
ー
ト
の

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
で

は
「
利
家
と
ま
っ

i
加
賀
百
万
石
物

語
j
」
が
金
沢
を
舞
台
に
放
映
さ
れ

ま
す
。
そ
の
と
き
金
沢
城
跡
は
、

全

国
か
ら
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
新
し
い
世
紀
を
迎
え
、
全
国

的
に
注
目
さ
れ
る
加
賀
百
万
石
の
歴

史
遺
産
や
情
緒
あ
ふ
れ
る
伝
統
文
化

は
、
そ
こ
に
住
む
人
々
に
と
っ
て
一

層
か
け
が
え
の
な
い
も
の
と
し
て
受

け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
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• 

安委ら郷土の昧まかL〉を全国ヘ宅配

今年は1.500箱を全国ヘ/まめいり(豆妙り ひなあられのこと)郵パッ
クの出発式か¥おおず赤煉瓦館で行われました。旬を愛する会(白石成子代
表)のメンバーにより、手作りクッキ一、甘酒、貝雛などといっしょに手際
よく箱詰めされ、この日は早速100箱が北海道力、ら九州まで全国各地ヘ発送
されました。注文受付は 4月末まで、大洲郵便局 (B24-3830)ヘ

/丈

ン

フ、，ぅ

、..""
~ ~ 奇

冬⑤コミュニティについて考えよう/

第22回大洲市コミュニティ推進大会ガ総合福祉センターで開催
されました。コミュニティ活動に功績のあった個人、団体の表彰、時
代劇口必殺シリ 刀プロデューサー仲川利久さんの記念講演に続き、
大洲学園の皆さんによるアトラクシヨンでは会場を圧倒する迫力あ
る和太鼓の演奏に会場力、ら大きな拍手か.わき起こっていました。

晶画寝泊睡嗣蝿題提出掛蝿醐匝嘩臨

小京都ならではの情緒を楽しむ大洲の観光入力車。春の観光シー
ズンを前に、市・観光協会関係者らが出席し、出発式ガ行われま
した。ごの日は、大洲保育所の園児も招待され、初めて乗る人力
車に大喜びでした。

j
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
3
・0
4
J守
j

J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
e
t
t
i
-
-
i

( .s/~ 
¥二三J地域づくりは日頃の活動力、ら

A 副

会員ガ一向に集まり、活動のあり方を考える大洲市連合婦人会
大会が中央公民館で開催されました。今年は、柳沢婦人会の穂積
エミ子さん、婦道会の東幸子さんガそれぞれ研究発表を行ったほ
か、バザーJしや記念講演で交流を深めました。

⑨百年の歴賠語る 1冊

創立100周年記念誌「大洲高等学校百年」 ガ完成し、大岡芳伯
編集委員長ら 4人ガ市役所を訪れ、桝田市長、片山教育長ら関係

者に記念誌を寄贈しました。
記念誌に関するお問い合わせは、大洲高等学校 会24-4115まで
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4月号広報ああず 2001

保健センター ft23-0310

いきいき

Lite 

保
健
セ
ン
タ
ー

実
施
場
所
は
い
ず
れ
も
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー

2
階
で
す
。

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

0
4
月
刊
日
例
平
成
四
年
日
月
生
※

0
4
月
げ
日

ω
平
成
日
年
9
月
生

0
4
月
担
日

ω
平
成
凶
年
3
月
生

受

付

時

間

日

時
j
日
時
却
分

持
参
品
母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

※
は
パ
ス
タ
オ
ル
が
必
要

【
叩
カ
月
児
育
児
相
談
】

0
4
月
9
日
開
平
成
ロ
年
6
月
生

受
付
時
間

9
時
叩
分
j

m
時

持
参
品
母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

パ
ス
タ
オ
ル

|日曜・祝祭日の当番医|

宮)

ft23-5767 

ft52-0174 

ft25-2022 

森)

浜)

石村整形外科(若

大洲記念病院(徳

辻内科医院(長

4月 1日

(日)

(日)

4月8日

【
健
康
相
談
・
栄
養
相
談
】

0
4
月
お
日
開

相
談
時
間
叩
時

l
u時、
日
時
1
日
時

持

参

品

健

康

手

帳

{
ツ
反

・
B
C
G
予
防
接
種
】

乳
幼
児
の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

-

B
C
G接
種
を
実
施
し
ま
す
。

該
当
者
・
・
・
平
成
ロ
年
1
月
1
日
1
平
成

ロ
年
四
月
白
日
生
ま
れ
の
人

ま
た
、
生
後
同
日
カ
月
ま
で
に

ま
だ

l
度
も
受
け
て
い
な
い

人

当
日
は
、
チ
ヤ
イ
ル
ド
ノ
!
ト
の

「
予
防
接
種
と
子
供
の
健
康
」
の
欄
を

よ
く
読
み
予
診
票
を
記
入
の
う
え
、
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
実
施
日
時
、
場
所
、

持
参
品
に
つ
い
て
は
保
健
セ
ン
タ
ー
だ

よ
り
、
各
連
絡
所
発
行
の
保
健
だ
よ
り

を
見
て
く
だ
さ
い
。

予
約
制

大
洲
保
健
所

予
約
制

【
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談
】

0
第
1
・
3
火
曜
日

日
時
j

U
時

【
難
病
医
療
相
談
}

O
第

3
火

曜

日

目

時

j
日
時

【
精
神
保
健
福
祉
相
談
】

O
第

3
金

曜

日

日

時

i
日
時

【
H
T
L
V
|
1
抗
体
陽
性
者
相
談
}

O
月
j
金
曜
日

9
時
j
凶
時
叩
分

ごうお小児科医院(西大洲)

ft24-3936 

ft26-0003 

ft24-2346 

ft 2 5 - 0 1 5 8 

村上医院(常磐町)

三瀬医院(八多喜)

久保医院(新

4月15日

(日)

4月30日

(月)

(日)

(日)

4月22日

4月29日

【
女
性
の
健
康
相
談
】

O
第

3
木
曜
日

目
時
j
口
時

【
思
春
期
健
康
相
談
】

0
第
4
木
曜
日

日
時

1
日
時

【ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
}

O
第
3
水

曜

日

日

時

i
日
時

対
象
就
学
前
児
童

(
1
1
6
歳
)

内
容
歯
科
検
診
、
歯
み
が
き
指
導
、

フ
ッ
ソ
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

4
月
5
日
岡

市

立

大

洲

病

院

叩

時

i
u時

仙
味
エ
キ
ス
日
時
却
分
j

m
時
加
分

4
月
四
日
附

松
下
寿
電
子
工
業

4
月
四
日
回

緑
地
公
園

9
時
叩
分
j
凶
時

日
時

1
日
時

「女性の権利110番」

妻・恋人への暴力

無料電話相談

ft089-931 -1160 
【日時] 4月7日出

10時'""15時
主催:日本弁護士会・愛媛弁護士会

救急当番病院

曜日によって救急当番病院は変

わります。昼間・夜間の急患など、

ご相談は、その日の当番病院まで

月・火曜日 市立大洲病院(西大洲)

ft24-2151 

加戸病院(若宮)

ft24-5101 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

日

木~日曜日

曜水

62A~A419 

新|図者館
刊

案

内

中
高
年
の
た
め
の

I
T導
入
な
ん
か
怖

く

な

い

中

村

英

良

著

と
っ
て
も
ド
イ
ツ
博
物
館
め
ぐ
り

小
前
ひ
ろ
み
著

聖

書

の

す

べ

て

中

見

利

男

著

中
江
藤
樹
・
異
形
の
聖
人
大
橋
健
二
著

私

の

死

亡

記

事

文

義

春

秋

編

日
本
の
名
城
・
古
城
も
の
知
り
事
典

小
和
田
哲
男
監
修

賢
い
お
金
の
ふ
や
し
方

中
央
三
井
ア
セ
ッ
ト
マ
、
不
ジ
メ
ン
ト
編

届
出
申
請
書
の
書
き
方
と
手
続
き

ク
リ
エ

l
テ
ィ
ブ
オ
フ
ィ
ス
幻
著

勝

つ

日

本

石

原

慎

太

郎

ほ

か

著

算
数
教
室
ピ

1
タ
l
・
フ
ラ
ン
ク
ル
著

ス
ズ
メ
百
態
面
白
帳
大
田
真
也
著

弧

高

の

桜

井

上

佳

子

著

眠
る
ま
え
に
、
お
話
ふ
た
つ
南
果
歩
著

チ

ビ

の

お

見

合

い

室

井

滋

著

車
椅
子
・
片
麻
揮
の
人
で
も
で
き
る
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
ゲ

1
ム
集今

井
弘
雄
著

ア
ン
デ
ィ
・
フ
グ
の
生
涯
谷
川
貞
治
著

英
語
で
人
生
を
ひ
ろ
げ
る
本

高
橋
茅
香
子
著

啓

順

凶

状

旅

佐

藤

雅

美

著

霧

の

毘

津

田

ふ

じ

子

著

ミ
ス
キ
ャ
ス
ト

林

真
理
子
著

爽

や

か

な

る

熱

情

水

木

楊

著

仁

淀

川

宮

尾

登

美

子

著

牙

を

む

く

都

会

逢

坂

剛

著

2
0
0
1

日
本

S
F作
家
ク
ラ
ブ
編

心

で

は

重

す

ぎ

る

大

沢

在

昌
著

白

痴

群

車

谷

長

吉

著

12 

愛
し
す
ぎ
た
ら
愛
は
死
ぬ
内
館
牧
子
著

こ
ん
な
私
で
よ
か
っ
た
ら
:
:
:

中
村
、
っ
さ
ぎ
著

命

よ

孫

よ

大

泉

逸

郎

著

っ
か
う
女
と
つ
か
わ
れ
る
男
上

・
下

メ
ア
リ

l
・
ゴ
ー
ド
ン
著

最
後
の
希
望
エ
ド
・
マ
ク
ベ
イ
ン
著

あ
や
ま
ち
の
夜

タ
l
ハ
ル
・
ベ
ン
H
ジ
エ
ル

l
ン
著

終
極
の
標
的

J
・
C
-ポ
ロ
ッ
ク
著

おすすめの一冊

大江健三郎著

自
ら
の
意
志
で
向
こ
う
側
へ
行
っ
て

し
ま
っ
た
友
1

義
兄
の
映
画
監
督
。
大

き
な
悲
哀
の
殻
を
突
き
破
る
よ
う
に
し

て
、
新
生
の
感
情
を
育
む
長
編
小
説
。

リ
サ
イ
ク
ル
資
料
の

提
供
に
つ
い
て

図
書
館
で
は
、
保
存
期
間
を
経
過
し

た
資
料
を
市
内
の
公
共
施
設
・
団
体
、

並
び
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
無
料
で
提
供

し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
も
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
下
さ
い
。

①
開
始
時
期
平
成
四
年
4
月

②
申
込
場
所
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー

①
資
料
種
類
平
成
日
年

4
月
号

1
平

成
ロ
年
3
月
号
雑
誌
(
婦
人
公
論
・

趣
味
の
園
芸
・
お
し
ゃ
れ
工
房
・
オ
ー

ル
読
物
・
新
し
い
住
ま
い
の
設
計
等

一
般
向
雑
誌
郷
冊
、
小
学
一
年
生
j

六
年
生
・
ジ
ャ
ン
プ
等
児
童
向
雑
誌

別
冊
)
不
用
図
書
別
冊

詳
し
く
は
、
図
書
館
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

合
@
4
4
1
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4月号広報ああず 2001

(有) 丸 電工業

n 24-5351 

(有)佐々木鉄工

n26-0875 

備)三原設備

会 24- 3 783 

惰)菊地浄化槽センター

n 24-0013 

(有)いの 水 道設備

n 24-2216 

松浦建設(械

n 25-5335 

(有)内田電気水道設備

n25-2858 

(有)ア サ ノ設備

n 24-0783 

(有)オクダ設備

n 24-3674 

佐藤水道直

合 24-4410

(側西田興産

n 25- 2197 

上 甲 建設(掬

n24-5914 

中央建設(欄

n 24-3556 

(有)いの水道設備

n 24-2216 

(有)神田 鉄 工 所

n24-4122 

西 田 水道庖

まま 26-0265 

城戸電業 社

n 25-2944 

淳 山 水道工事庖

n 24- 2583 

側土居鉄工所

まま 24-4519 

伊予屋住 設

n 24-2541 

ワ
ー
プ
ロ
技
術
講
習
会

働
き
た
い
/
と
思
っ
て
い
る
女
性
に

対
し
、
仕
事
に
必
要
な
技
術
と
知
識
の

習
得
を
図
る
た
め
ワ
ー
プ
ロ
技
術
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
・
:
就
労
を
希
望
し
、
全
講
習
日
程

を
完
全
に
受
講
で
き
る
人

科
目
・
:
ワ
ー
プ

ロ
日
商
検
定

(
3
級
)

日
時
・
・
・

5
月
8
日
ω
1
6
月
幻
日
幽

ま
で
の
聞
の
幻
日
(
火
・
木
・

金
曜
日
の
週
3
回
)

毎
日

9
時
加
分
1
日
時
却
分

会
場
・
・
・
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館(

宇
和
町
)

定
員

:-m名

受
講
料
・:
無
料
(
教
材
費
自
己
負
担
)

主
催
:
・
愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

受
付
期
間
・・
・4
月
日
日
開
j4

月
初
日
幽

O
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名

(
ふ
り
が
な
)
、

年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
次
の
と
こ
ろ

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〒

7
9
1
8
0
1
4

松
山
市
山
越
町

4
5
0

愛
媛
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

8
0
8
9
1
9
2
3
1
2
2
0
1
 

水道業者の

緊急漏水当番

4月 1日(日)

在

宅

ワ

ー

ク

の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定

厚
生
労
働
省
で
は
、
在
宅
ワ
l
ク
を

安
心
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

し、

ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
を
未
然
に
防
止

す
る
た
め
、
在
宅
ワ

1
ク
の
契
約
に
必

要
な
最
低
限
の
ル

1
ル
と
し
て
「
在
宅

ワ
l
ク
の
適
正
な
実
施
の
た
め
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

在
宅
ワ

l
ク
と
は

情
報
通
信
機
器
を
活
用
し
て
請
負
契

約
に
基
づ
き
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
等
を
行

う
在
宅
形
態
で
の
就
労
の
う
ち
、
主
と

し
て
他
の
者
が
代
わ
っ
て
行
う
こ
と
が

容
易
な
も
の
で
、
例
え
ば
、
文
章
入
力
、

テ
l
プ
起
こ
し
、
デ
ー
タ
入
力
、
ホ
ー

ム
ペ

l
ジ
の
作
成
な
ど
の
作
業
が
該
当

す
る
場
合
が
多
く
、
請
け
負
う
側
が
法

人
で
あ
っ
た
り
、
請
け
負
う
側
が
個
人

で
も
他
人
を
使
用
し
て
い
た
ら
在
宅
ワ
ー

ク
に
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

在
宅
ワ

1
ク
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ

い
て
は
、
次
の
と
こ
ろ
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

愛
媛
労
働
局
雇
用
均
等
室

8
0
8
9
1
9
3
5
1
5
2
2
2
 

4月7日出

4月8日(日)

4月14日出

参
加
申
し
込
み
ま
も
な
く
締
め
切
り

官

吏

D
根
本
己
震
直
封

割引

F
E
nu
刻
一
方
吾

E
d
d
4
札
制
官

大
洲
市
で
は
、
市
民
に
親
し
ま
れ
る

花
と
緑
の
公
園
づ
く
り
の

一
つ
と
し
て
、

富
士
山
に

「市
民
の
森
」
を
整
備
し
て

い
ま
す
。
大
切
な
思
い
出
を

l
本
の
木

に
託
し
、
あ
な
た
自
身
の
手
で
植
樹
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

{
日
時
}
4
月
却
日
同
み
ど
り
の
日

午
前
叩
時
か
ら

【
場
所
}
冨
士
山
南
側
斜
面

【
対
象
者
】

①
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
(
大
洲
出
身

で
市
外
に
住
ん
で
い
る
人
及
び
市
内

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V

「
和
の
会
」
パ

ッ
チ
ワ
ー
ク
展

3
月
幻
目
別

j
4
月
8
日
同

V

「
水
間
満
虞
」
竹
工
芸
点

4
月
日
日
ω
j
4
月
四
日
刷

V

「
白
形
毅
史
」
作
品
展

4
月
口
日
ω
j
4
月
詑
日
間

V
お
お
ず
赤
煉
五
館
企
画
展

4
月
出
日
ω
j
5
月
日
日
間

展
示
時
間

日
時
j

u
時

4月15日(日)

4月21日出

4月22日(日)

の
団
体
・

法
人
を
含
む

V
F
K

②
平
成
四
年

4
月
1
日
か
ら
平
成
日
年

3
月
白
日
ま
で
の
聞
に
何
ら
か
の
慶

事
を
迎
え
た
人
、
ま
た
は
迎
え
る
人

【
植
樹
の
種
類
と
費
用
】

V
樹
木
名
キ
ン
モ
ク
セ
イ

V
費

用

l
万
円
(
プ
レ
ー
ト
代

支
柱
代
を
含
む
)

【
申
込
期
限
】

4
月
刊
日

ω

【
申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
財
政
課
行
政
係

含

@
2
1
1
1

(内
線
3
2
8
)

※
最
終
日
は
同
時
ま
で

お
お
ず
赤
煉
瓦
館

宮
@
1
2
8
1

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
及
び

臥
龍
山
荘
は

4
月
か
ら
年
末
年
始

(臼
/
却

1
1
/
3
)
を
除
い
て

休
ま
ず
開
館
し
ま
す
。

4月28日出

4月29日(日)

4月30日伺)

た
ぼ
こ
に
よ
る

火

災

の

防

止

た
ば
こ
に
よ
る
火
災
の
発
生
を
防
止

す
る
た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

、「ノ
。

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

特
に
酒
に
酔
つ
て
の
寝
た
ば
こ
は
大

変
危
険
で
す
。

②
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
な
ど
が
喫
煙

す
る
場
合
は
、
家
族
な
ど
が
付
き
添

い
、
火
種
の
落
下
や
消
し
忘
れ
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

③
灰
皿
の
周
り
は
、
常
に
整
理
整
頓
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

④
た
ば
こ
は
、
必
ず
灰
皿
の
あ
る
場
所

で
吸
い
、
く
わ
え
タ
バ
コ
で
家
の
中

一品

を
歩
き
回
つ

看

た
り
、
た
ば

こ
を
吸
い
な

が
ら
家
事
を

す
る
の
は
絶

対
に
や
め
ま

1

レトふ、「ノ
。

《編
集
後
記
》

寒
さ
も
遠
の
き
、
本
当
に
春
ら
し
く

な
り
ま
し
た
。
花
粉
症
は
つ
ら
い
け
ど
、

「暖
か
い
の
が
エ
エ
の
う

l
」
誰
も
が

そ
う
思
う
穏
や
か
な
季
節
で
す
。

で
も
、
地
球
の
温
暖
化
と
な
れ
ば
話

は
別
。
百
年
後
に
は
年
間
平
均
気
温
が

最
低
で
も
1
℃
、
最
高
で

6
℃
近
く
上

昇
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
オ
ラ
ン
ダ

で
は
海
面
上
昇
に
備
え
大
規
模
な
国
土

改
良
を
は
じ
め
て
い
る
よ
う
で
す
。

い
よ
い
よ

4
月
か
ら
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
法
が
ス
タ
ー
ト
。
地
球
の
未
来
の
た

め
に
で
き
る
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
も
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。
(
や
)

13 
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内
中目 E炎 内 省 日時など 場所など 聞い台わせ先

交通事故相談 4 月 9 日伺)/10時~15時 市役所3階会議室 総務財政課交通安全係
( 愛媛県) 4 月 25日附/10時~15時 市役所3階会議室 fi24-2111 内線323

人 権 キ目 談
4 月 19日制/10時~15時 市役所3階会議室 急ぐときは法務局 fi24-4155 

(法務省)
人権擁護委員(;:よる 毎週月 -水金曜日 法務局大洲支局

法務局大洲支局 fi24-4155 
盤 料 相 談 所 9 時~16時(休日を除く ) 人権相談室

行 政 ヰ目 談
4 月 20日闘/ 9 時~12時 市役所3階会議室 急ぐときは 合82244--45027924({辻山本r)

(総務庁)

社会保険相談
4月 5 目的/10時~15時30分

大洲商工会議所
松山西社会保険事務所

4月 23日伺)/ 10時~15時30分 fi089 -925 -51 05 

不動産無料相 談 4 月 15日(日)/9 時~16時 宅建協会大洲支部 債)上田喜六不動産 fi24-4452 

定期税務 相談 4 月 13日働/10時~15時 大洲商工会議所 大洲税務署 fi24-3115 

i一般相談 毎週月-水金曜日
社会福祉協議会相談室

心配ごと 法律相談 毎週火曜日
(総合福祉センター l階)

社会福祉協議会 fi23-0313 
ヰ目 談 介護相談 毎週木曜日

1 電話相談 10時~12時、 13時~16時 (直通)fi23-5629 
家庭児童相談 毎日の執務時間中 市役所局齢福祉課 fi24-2111 内線 177
同和問題(;:関する

毎日の執務時間中
大洲隣保館 fi24-6100 

何 で も キ目 談 大洲福祉会館 fi25-0947 
青少年相 談 電 話 毎日の執務時間中 青少年センター fi24-7830 
ふれ愛スクール相談電話 毎日の執務時間中 国立大洲青年の家 fi24-1414 

案とー-.‘

ιー
談本目

※いずれも無料です。お気軽にご相談ください。

a
s
g盤
面
骨
骨
明
見

つ
つ
じ
の
ト
ン
ネ
ル
夢
づ
く
り
の
道
(
平
野
)

第
4
回

里
獅
子
、
野
田
獅
子
な
ど
の
伝
統
芸
能
が
保
存
会
に
よ
っ

て
継
承
さ
れ
て
い
る
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
平
野
。
公
民
館
、

平
地
上
分
館
の
行
事
の
ほ
か
、
2
年
前
に
は
地
域
の
中
堅
メ

ン
バ
ー
に
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
、ク
ル
ー
プ
「
平
野
ふ
る
さ
と

を
愛
す
る
会
」
を
結
成
し
、
地
域
活
動
を
通
し
て
「
住
み
よ

い
ふ
る
さ
と
」
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
地
蔵
堂
の
ほ
た
る
ま
つ
り
、
明
日
香
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
等
の
行
事
を
通
し
て
一
人
ひ
と
り
が
地
域
づ
く
り
に
活

発
に
取
り
組
み
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
地
元
の
人
た
ち
の
手
で
育
て
ら
れ
て
い
る
日
浦
お

茶
堂
の
つ
つ
じ
園
は
、
樹
齢
2
0
0
年
の
群
生
つ
つ
じ
が
約

1
5
0株
あ
り
、
4
月
に
は
鮮
や
か
な
花
の
ト
ン
ネ
ル
が
訪

れ
る
人
た
ち
を
出
迎
え
、
夢
の
世
界
へ
と
い
ざ
な
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
つ
つ
じ
園
か
ら
保
子
野
地
区
に
下
り
る
と
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
時
の
流
れ
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
に
水
車
が
回
っ

て
お
り
、
「
ゴ
ト
ゴ

ト
」
と
い
う
そ
の

音
は
「
夢
を
見
よ

る
か
い
つ
・」
と
そ

こ
を
通
る
人
た
ち

に
語
り
か
け
て
い

る
か
の
よ
う
で
す
。

私
た
ち
は
様
々

な
夢
を
集
約
し
大

き
な
夢
に
つ
な
げ

よ
う
と
、
今
日
も

ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
平
野
に

夢
を
見
に
来
て
み

ま
せ
ん
か
。

今
回
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
平
野
公
民
館
の
大
藤
さ
ん

で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

...つつじのトンネルの向こうには美しい景色が・..

14 

大洲市内の交通 事故

2月末現在 昨年同期

件 数 4 1 4 1 

負傷者 5 2 5 1 

死者 1 

平成13年 2月28日現在

39，270人(-12) 出生 26人 (-12) 

18，735人(一18) 死亡 23人(-2) 

20，535人 (+ 6) 

14，501世帯(-9) ( 

市民の動き

)内は対前月比可

人口

男

~ 
帯数

事見

今月の納税は

定資産

1 期

納期は 5月 1日です

固
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